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　菊池市旭志の新明地区の稲
刈り風景です。
　旭志の稲刈りは９月下旬か
ら10月下旬にかけて行われ
ます。
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優
秀
賞
を
受
賞
し
、「
菊
池
川
の
日

ス
ペ
シ
ャ
ル
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
髙
嵜
会
長（
玉
名
市
長
）

よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
最
優
秀
賞
の
泗
水
き

れ
い
な
水
と
命
を
守
る
会
の
皆
さ
ん

は
、
ア
イ
デ
ア
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
リ
サ
イ
ク

ル
意
識
の
啓
発
の
た
め
に
、毎
年「
菊

池
川
の
日
」
イ
ベ
ン
ト
時
に
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　岩手県遠野市で、市内外から 51団体延べ 11,000 人が南
部ばやし、しし踊り、さんさ踊りなどを競演し、盛大に遠野
まつりがありました。
　遠野を代表する郷土芸能である「しし踊り」は背中にカン
ナガラをつけ、前に幕を垂らして踊る「幕踊り系しし踊り」
と呼ばれ、激しいリズムで踊る様は勇壮そのものです。
　２日間にわたり市街地や遠野郷八幡宮馬場で笛や太鼓が鳴
り響いたにぎやかな遠野の初秋ですが、遠野盆地はすでに一
面が黄金の稲穂に染まり、収穫のあとは厳しく長い冬の季節
を迎える準備に入ります。
※遠野市と菊池市は交流都市です。年間を通して相互に市民
交流団を派遣し、市民レベルの楽しく暖かい交流が行われて
います。今回の遠野まつりでは、交流都市である岩手県遠野
市と宮崎県西米良村との交流事業を行っている「菊池都市間
交流の会」（事務局　市国際交流課）の会員３人と産業関係
の視察研修団（団長　坂田幸一）４人が交流を行いました。

9月17日（土）・18日（日）
民話の里 遠野郷の初秋

9月13日（火）戸別訪問で下水道をPR
　９月 10日の「下水道の日」にちなんで、菊池市
下水道組合員や市職員などが「設置可能な場合は、
なるべく早く下水道本管へつなぎ込みをしてくださ
い」と菊池市内の対象家庭を訪問し、下水道への接
続PRを行ないました。
　菊池市役所玄関前であった出発式では、松本修治
組合長が「暑い中ですが、しっかりと下水道のPR
をしてきてください」とあいさつし、早速、委員た
ちは５班に分かれて菊池市内の対象家庭の訪問に出
発しました。
　この戸別訪問は、２年に一度この時期に併せて行
なわれています。

9月25日（日）・26日（月）第26回熊本県乳牛共進会

　熊本県乳牛共進会が大津町の県家畜市場でありました。共進会は丹
誠こめて育てられた牛の品評会で、「牛の美人コンテスト」とも呼ばれ
ています。
　大会には市内から選出された乳牛 54頭が出場し、経産牛部門では総
出品牛の頂点ともいえるグランドチャンピオンを乳ウェーブ利用組合
さんの牛が受賞しました。また、未経産牛部門でも梁池健次郎さんの
牛がリザーブチャンピオンを受賞しました。
　次の４頭が、11月３日（木）～６日（日）に栃木県で開催される第
12回全日本ホルスタイン共進会へ出場します。（敬称略）

第１部門　名誉賞首席
　梁池健次郎（菊池地域農協）
第６部門　名誉賞首席
　荒木武信（菊池地域農協）
第 10部門　名誉賞首席
　乳ウェーブ利用組合
　（熊本酪農協）
第 11部門　名誉賞次席
シスイサクセスフル・ド
リームシンジケート（菊池
地域農協）

華
や
か
に
着
飾
っ
た
子
ど
も
た
ち
。
笛
、

太
鼓
が
鳴
れ
ば
疲
れ
も
見
せ
ず
踊
り
を

披
露

　市営住宅渕園団地で初めての団地まつりがあり、
団地 50 世帯の入居者や近隣住民など約 200 人が
参加して賑わいました。
　まつりは、食べ物とゲームを各棟が工夫を凝らし
て担当し、子どもたちはくじ引きや射的をして楽し
み、ステージでは大人のビール早飲み競争や子ども
たちのラムネ早飲み競争、お母さんたちの尻相撲が
ありました。
　特に、尻相撲では、応援の声や笑い声も大きくなり、
お母さんたちの姿も一段とたくましく見えました。
　このまつりで、団地と地域のつながりをつくるい
い機会を得ることができました。

9月3日（土）市営住宅渕園団地まつり9月9日（金）九州・全国中学校
各競技大会の結果を市長に報告

　６月から８月にあった各大会で、菊池南中学校の生徒
たちが優秀な成績を収め、その報告に市長を訪れました。
　結果は、次のとおりです。（敬称略）
競技 氏名 主な競技結果

陸上
田添綾香（３年） 県中学選手権（800m）２位、九州陸上選手権（800m）

５位、全国通信陸上準決勝進出
松野祐希（３年） 通信陸上県予選優勝、九州陸上選手権出場

剣道 岩木歩美（３年） 県中体連（個人戦）準優勝、九州大会、全中出場

体操 佐敷野晃大（３年）
県中体連（鞍馬・跳馬・床）優勝、九州大会（個人総
合）３位、全中（個人総合）47位

水泳 笹本風吹（３年）
県中体連（200m、400m個人メドレー）優勝、九
州大会（400m個人メドレー）４位・（200m個人メ
ドレー）出場、全中出場

空手 益崎　優（２年） 全国中学連盟大会（個人戦）ベスト16

「
た
く
ま
し
い
」お
母
さ
ん
た
ち
の

尻
相
撲

第１部門　名誉賞首席（梁池健次郎）

菊池市役所玄関前であった出発式

報
告
に
訪
れ
た

菊
池
南
中
学
校
の
生
徒
た
ち

　

菊
池
川
の
日
は
、
菊
池
川
流
域
の

14
の
市
と
町
で
組
織
す
る
菊
池
川
流

域
同
盟
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
住
民
へ
の
河
川
浄
化
の
啓
発
や

流
域
の
連
携
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
今
年
で
16
回
目

を
迎
え
、
会
場
を
昨
年
の
菊
鹿
町
か

ら
菊
池
市
へ
移
し
、
テ
レ
ビ
な
ど
で

有
名
な
「
さ
か
な
ク
ン
」
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
メ
イ
ン
と
し
て
い
ろ
い
ろ

な
催
し
物
が
あ
り
ま
し
た
。

　

菊
池
市
旭
志
の
北
合
志
保
育
園
の

か
わ
い
い
園
児
た
ち
に
よ
る
「
マ

ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
」
の
太
鼓
で
セ
レ
モ

ニ
ー
の
幕
が
開
き
、
14
の
流
域
の
市

町
長
や
来
賓
の
方
々
が
ス
テ
ー
ジ
に

一
同
に
会
し
、
流
域
連
携
の
目
的
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、水
援
隊
の
山
口
弘
さ
ん（
菊

池
市
）
が
「
菊
池
川
の
環
境
保
全
の

た
め
に
一
生
懸
命
活
動
し
ま
す
」
と
力
強
い
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
他
に
廃
油
石
け
ん
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
や
菊
池
市

の
有
志
で
組
織
し
、
川
の
す
ば
ら
し
さ
や
大
事
さ
を
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
「
菊
池
川
キ
ッ
ズ
探
検
隊
」
の
角
田
智
之
さ
ん
（
菊
池

市
）
が
講
演
し
ま
し
た
。

　
「
さ
か
な
ク
ン
」
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
は
、
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
魚
の
帽

子
を
か
ぶ
っ
て
登
場
し
、
紙
芝
居
や
質
問
コ
ー
ナ
ー
な
ど
子
ど
も
た
ち
と
の

楽
し
い
や
り
取
り
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

同
時
開
催
さ
れ
た
廃
油
石
け
ん
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
流
域
の
市
や
町
か
ら

10
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
審
査
の
結
果
、
七
城
町
特
産
品
加
工
グ
ル
ー
プ
が
最

賞 市町名 団体名
最優秀賞 菊池市 七城町特産品加工グループ
優秀賞 山鹿市 三玉校区婦人会
〃 玉名市 フレッシュミセス

アイデア賞 菊池市 泗水きれいな水と命を守る会
努力賞 西合志町 21くらしの会　　
参加賞 植木町 ボランティアの会コスモス会
〃 南関町 なんかんレディース
〃 岱明町 岱明町地域婦人会
〃 山鹿市 鹿本町食生活改善推進協議会
〃 玉名市 梅林校区婦人会

　

９
月
11
日
（
日
）
に
「
第
16
回
菊
池
川
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
が
菊
池

市
文
化
会
館
で
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
（
約
６
０
０
人
）
な
ど

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

さかなクントークショー 水援隊山口弘さんの力強い宣誓

廃油石けんコンテスト受賞者の皆さん

第
16
回
菊
池
川
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル

第
16
回
菊
池
川
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル

第
16
回
菊
池
川
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル

廃
油
石
け
ん
コ
ン
テ
ス
ト
も
同
時
開
催

廃
油
石
け
ん
コ
ン
テ
ス
ト
も
同
時
開
催

第６部門　名誉賞首席（荒木武信） 第10部門　名誉賞首席（乳ウェーブ利用組合）

ド
ロ
ノ
キ
を
削
っ
て
薄
く
細
長
い
リ
ボ

ン
状
に
し
た
カ
ン
ナ
ガ
ラ
を
頭
に
つ
け

て
刀
振
り
と
勇
壮
に
舞
う
し
し
踊
り
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INFORMATION INFORMATION

支
給
対
象
者
（
次
の
①
〜
③
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
人
）

①
障
害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
②
10
月
１
日
現
在
で
１
年
以
上
菊
池

市
の
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る

人
③
障
害
（
基
礎
・
共
済
・
厚
生
）
年

金
を
受
給
し
て
い
な
い
人

年
金
の
額　

５
、０
０
０
円
（
年
額
） 

支
給
日

　

12
月
20
日
（
火
）
・
21
日
（
水
） 

申
請
手
続
き

　

印
鑑
、
障
害
者
手
帳
、
通
帳
を
持

参
し
て
、
各
総
合
支
所
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
間

　

10
月
３
日
（
月
）
か
ら

　

10
月
31
日
（
月
）
ま
で

※
た
だ
し
、
土
日
・
祝
日
は
除
く
。

申
請
受
付
時
間

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

菊
池
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
、
七

城
・
旭
志
・
泗
水
の
各
総
合
支
所
民

生
課

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
で
、
桜
山
八
区
（
泗

水
）
に
和
机
、
椅
子
、
テ
ン
ト
、
発

電
機
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ア
ン
プ
な
ど
の

放
送
設
備
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

宝
く
じ
普
及
広
報
事
業
費
を
財
源
と

し
て
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
助
成
決
定
を
行
う
も
の
で
、
今
後

の
桜
山
八
区
の
益
々
の
活
性
化
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
振
興
課

菊
池
市
身
体
障
害
者
等

福
祉
年
金
申
請
受
付
を

行
な
っ
て
い
ま
す

宝
く
じ
助
成
事
業
で
桜
山
八
区

（
泗
水
）に
備
品
を
整
備

〜
対
象
は
生
後
３
カ
月
か
ら
６
カ
月

未
満
で
す
〜

　

４
月
か
ら
法
の
改
正
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
の
対
象
年
齢
が
「
生
後
６
カ
月
未

満
ま
で
」
と
短
く
な
り
ま
し
た
。
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
せ
ず
に
、

直
接
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
接
種
機
会
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
会
場
に
関
わ
ら
ず
体
調

の
良
い
日
に
、
早
め
に
済
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

●
10
月
25
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時

　

菊
池
市
文
化
会
館

持
っ
て
く
る
も
の

　

母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
が
で
き
な
い
人

・
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
予
防
接
種
や

け
が
な
ど
で
、
ケ
ロ
イ
ド
が
あ
る

人
・
免
疫
機
能
に
異
常
が
あ
る
人

・
そ
の
他
、
予
防
接
種
を
す
る
こ
と

が
不
適
当
と
医
師
が
認
め
た
人

※
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
す
る

か
、
意
見
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

　

 

日
程
表
の
と
お
り
、
ポ
リ
オ
の

集
団
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

●
10
月
20
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時

　

旭
志
老
人
憩
い
の
家
「
太
陽
の
家
」

●
10
月
26
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時

　

泗
水
公
民
館

受
け
方

　

１
回
の
服
用
で
は
十
分
な
免
疫
が

得
ら
れ
ま
せ
ん
。
必
ず
６
週
間
以
上

の
間
隔
を
あ
け
て
、
２
回
服
用
し
て

く
だ
さ
い
。

持
っ
て
く
る
も
の

・
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

そ
の
他
の
注
意

・
法
の
改
正
で
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
対
象

年
齢
が
「
６
カ
月
未
満
ま
で
」
に

な
っ
た
た
め
、
先
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

を
済
ま
せ
て
か
ら
、
次
の
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

・
下
痢
が
ひ
ど
い
と
ワ
ク
チ
ン
の
効

果
が
弱
ま
る
の
で
延
期
し
ま
し
ょ

う
。

・
予
防
接
種
を
受
け
た
後
30
分
間
は
、

急
な
副
反
応
が
起
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
会
場
で
、
お
子
さ
ん
の

様
子
の
観
察
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

と　

き　

10
月
27
日
（
木
）

・
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

・
午
後
０
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

旭
志
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

内　

容　

４
０
０
㎖
献
血
・

　
　
　
　

２
０
０
㎖
献
血

　

平
成
16
年
10
月
か
ら
献
血
の
安
全

性
向
上
の
た
め
、
運
転
免
許
証
や
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
身
分
証
明
証
に
よ

る
本
人
確
認
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
献
血
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
場
合
は
一
緒
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課

　

65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
の

介
護
保
険
料
を
、
特
に
収
入
の
少
な

い
人
を
対
象
に
、
菊
池
市
独
自
の
制

度
で
減
免
し
ま
す
。

減
免
の
対
象
者
に
な
る
人

※
第
１
号
被
保
険
者
の
う
ち
保
険
料

段
階
が
第
２
段
階
で
、
次
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
人
。

減
免
の
条
件

　

次
の
す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

・
当
該
世
帯
の
実
平
均
収
入
額
（
す

べ
て
の
年
金
、
仕
送
り
な
ど
も
含

む
）
が
生
活
保
護
法
に
よ
る
基
準

生
活
費
以
下
で
あ
る
こ
と
。

・
第
１
号
被
保
険
者
と
そ
の
属
す
る

世
帯
全
員
に
前
年
の
所
得
が
な
い

人
・
市
民
税
課
税
者
の
扶
養
を
受
け
て

い
な
い
人

・
資
産
な
ど
を
活
用
し
て
も
な
お
生

活
が
困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
人

・
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

人
※
平
成
16
年
度
で
、
減
免
認
定
を

持
っ
て
い
る
人
も
申
請
が
必
要
で

す
。

減
免
の
内
容

※
第
２
段
階
の
保
険
料
を
減
額
し
ま

す
が
、
第
１
段
階
ま
で
の
保
険
料

額
と
し
ま
す
。

減
免
の
申
請

○
持
っ
て
く
る
も
の

・
印
鑑
（
認
印
可
）

・
本
人
と
世
帯
の
収
入
が
確
認
で
き

る
も
の
。
年
金
支
払
通
知
書
（
個

人
年
金
含
む
）
、
給
与
明
細
書
、

事
業
収
支
書
な
ど
。
た
だ
し
、
最

近
３
カ
月
分
以
上
。

・
市
町
村
役
場
税
務
課
な
ど
で
発
行

す
る
資
産
評
価
証
明
書
（
資
産
が

な
い
場
合
は
無
資
産
証
明
書
）

・
世
帯
全
員
の
預
金
、
貯
金
通
帳

・
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証
（
写

し
で
も
可
）

・
証
券
、
債
権
な
ど
の
有
価
証
券

・
借
家
賃
貸
契
約
書
、
家
賃
の
支
払

い
領
収
書
な
ど

・
自
動
車
な
ど
の
車
検
証

・
生
命
保
険
の
証
書

○
申
請
の
相
談

　

申
請
方
法
な
ど
の
相
談
を
、
菊
池

市
役
所
生
き
が
い
推
進
課
介
護
保
険

係
で
受
け
ま
す
。

　

気
軽
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　

生
き
が
い
推
進
課

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　�（25）1111

問い合わせ

菊池総合支所　�（25）1111
七城総合支所　�（25）1000
旭志総合支所　�（37）3111
泗水総合支所　�（38）2111

本　　庁

総合支所

生
後
３
カ
月
を
過
ぎ
た
ら
Ｂ
Ｃ

Ｇ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

ポ
リ
オ
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

献
血
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

介
護
保
険
料
の

減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

桜
山
八
区
に
整
備
さ
れ
た
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
ア
ン
プ
な
ど

の
放
送
設
備
と
テ
ン
ト

基準費用額（日額）

全額自己負担した場合の
平均的な費用額

１日あたりの居住費
１日の食費

ユニット型個室 ユニット型準個室
従来型個室 多床室

（相部屋）特養等 老健･療養等
1,970 円 1,640 円 1,150 円 1,640 円 320円 1,380 円

軽減される人の負担額（日額）

利用者負担段階
1日あたりの居住費

1日の食費
ユニット型個室 ユニット型準個室

従来型個室 多床室
（相部屋）特養等 老健･療養等

第１段階 820円 490円 320円 490円 0円 300円
第２段階 820円 490円 420円 490円 320円 390円
第３段階 1,640 円 1,310 円 820円 1,310 円 320円 650円

　施設を利用している人には居住費と食費が介護保険から給付されていましたが、10月１日から、在宅
の人とのサービス利用の負担を公平にするために、施設（ショートステイ含む）での「居住費」と「食費」
が利用者負担になりました。
　ただし、所得の低い人の施設利用が困難にならないよう負担の軽減があります。

●軽減される人は、次のとおりです。
•第１段階 : 市町村民税世帯非課税の老齢福祉年金を
受給している人、生活保護を受給している人
•第２段階 : 市町村民税世帯非課税者であって、課税
年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円以下の
人
•第３段階 : 市町村民税世帯非課税であって、上記第
２段階以外の人（課税年金収入が 80万円超 266 万
円未満の人など）

●利用者負担軽減を受けるには、申請が必要です
　ショートステイを利用の人は担当ケアマネージャー

へ、施設へ入所している人は施設のケアマネージャー
へ相談されても構いません。
　菊池市役所窓口へ申請され、審査の後、上記段階に
該当される人に認定証を交付しますので、ご利用の施
設へ提出され、軽減を受けることになります。

●この他の所得の低い人への対策
•高額介護サービス費の上限額の見直し
•社会福祉法人による利用者負担軽減制度の運用見直
しなど

問い合わせ先　生きがい推進課

介護保険法が改正されました
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みんなで、森づくりをしませんか

INFORMATION INFORMATION
　

菊
池
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
で

は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
し
て
児

童
の
健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
16
年
度
か
ら
ジ
ュ
ニ
ア
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
男
子
会
員
を
次
の
要
領
で

募
集
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対　

象

　

小
学
３
年
生
以
上
の
男
子
児
童

練
習
日　

毎
週
土
曜
日

場　

所　

菊
池
体
育
セ
ン
タ
ー

　
（
旧
菊
池
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
）

時　

間　

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

指
導
者　

原
則
菊
池
市
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
協
会
会
員

会　

費　

ひ
と
月
１
、０
０
０
円

　

別
途
保
険
料　

入
会
時
５
０
０
円

申
込
書

　

申
し
込
み
用
紙
は
、
土
井
ス
ポ
ー

ツ
と
田
中
ス
ポ
ー
ツ
に
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法

　

菊
池
体
育
セ
ン
タ
ー
で
の
練
習
時

間
内
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

山
口
博
之

　
（
菊
池
総
合
支
所
建
設
課
内
）

 

☎
（
25
）
１
１
１
１

　

鹿
本
商
工
か
ら
地
域
へ
日
頃
の
学

習
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
で

地
域
へ
の
情
報
発
信
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
「
商
工
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催

し
ま
す
。

と　

き

•
10
月
29
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

•
10
月
30
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ

　

熊
本
県
立
鹿
本
商
工
高
等
学
校
体

育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
武
道
場
周
辺

な
ど

共　

催　

鹿
本
商
工
高
校
育
友
会
、

　

鹿
本
商
工
高
校
同
窓
会

内　

容

　

各
科
が
独
自
性
を
持
っ
た
行
事
を

行
い
ま
す
。

●
商
業
系

　

販
売
実
習
（
日
用
雑
貨
・
特
産
品
・

駄
菓
子
・
お
も
ち
ゃ
・
洋
服
・
洋
菓
子
・

他
校
実
習
製
品
・
青
果
・
観
葉
植
物
・

パ
ン
・
ジ
ュ
ー
ス
・
陶
器
・
輸
入
雑

貨
・
ス
ポ
ー
ツ
用
品
な
ど
）
を
主
と

し
、
仕
入
か
ら
販
売
、
経
理
業
務
の

実
践

●
工
業
系

　

も
の
づ
く
り
、
実
習
製
品
の
販
売

（
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
ド
、
テ
ス
タ
ー

な
ど
）、
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
・
実
習

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
立
鹿
本
商
工
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　

☎
（
46
）
３
１
９
１

と　

き　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
〜

　

11
月
６
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

内　

容

•
２
０
０
５
伝
統
工
芸
ふ
れ
あ
い
広

場
く
ま
も
と

•
２
０
０
５
日
本
伝
統
工
芸
士
会
作

品
展
・
特
別
頒
布
フ
ェ
ア

•
く
ま
も
と
伝
統
的
工
芸
品
フ
ェ
ア
'05

問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
伝
統
的
工

芸
品
月
間
推
進
協
議
会
事
務
局
（
県

商
工
政
策
課
内
）

　

☎
０
９
６
（
３
８
５
）
４
９
８
７

　

国
土
交
通
省
の
実
施
す
る
「
都
市

再
生
街
区
基
本
調
査
」
の
一
環
と
し

て
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

が
、
次
の
と
お
り
現
地
踏
査
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

作
業
を
委
託
さ
れ
た
事
業
者
が
、

腕
章
を
付
け
身
分
証
明
書
を
携
帯
の

う
え
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

期　

間　

11
月
１
日
（
火
）
〜

　
　
　
　

２
月
末
日
（
予
定
）

地　

域　

菊
池
市
内
（
人
口
集
中
地

区
）
隈
府
お
よ
び
片
角
、
亘
、
北
宮

の
一
部

作
業
内
容

•
現
地
踏
査
（
公
共
基
準
点
、
官
民

境
界
杭
な
ど
の
状
況
調
査
）

問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
再
生
機
構
九
州
支
社

　

都
市
再
生
企
画
部

　

☎
０
９
２
（
７
２
２
）
１
１
２
１

　

菊
池
市
の
生
涯
学
習
の
理
念
で
あ

る
「
心
の
豊
か
さ
を
未
来
に
つ
な
ぐ

明
る
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
主
体
と
な
っ
て
、
生
涯
学
習
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
の
自
主
的
な
生
涯

学
習
ま
ち
づ
く
り
の
活
性
化
を
図
る

た
め
に
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
す
る
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

と　

き　

10
月
22
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ　

七
城
公
民
館

　
　
　
　

１
階
文
化
ホ
ー
ル

内　

容 

講
座
①
講
演

　

午
後
１
時
40
分
〜
午
後
３
時
10
分

　

演　

題

　
「
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
」                  

　

講　

師

　

熊
本
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー 

　

生
涯
学
習
審
議
員

　

福
島
三
徳
先
生

講
座
②
発
表
と
質
疑
及
び
ま
と
め

　

午
後
３
時
20
分
〜
午
後
４
時
30
分

　

発
表
１

　

妻
籠
座
の
皆
さ
ん
（
生
涯
学
習
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
）

　
「
活
動
内
容
と
紙
芝
居
」      

　

発
表
２

深
川
フ
ラ
ワ
ー
ズ
の
皆
さ
ん

（
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
）

「
心
豊
か
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
」  

　

質
疑
・
ま
と
め

　

熊
本
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー 

　

福
島
三
徳
先
生

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

　

青
年
海
外
協
力
隊
は
、
20
〜
39
才

の
若
者
が
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
知

識
・
技
術
・
経
験
を
活
か
し
て
、
発

展
途
上
国
の
人
づ
く
り
・
国
づ
く
り

に
貢
献
す
る
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
の
ひ

と
つ
で
す
。

募
集
期
間

　

平
成
17
年
度
秋
募
集

　

10
月
10
日（
月
）〜
11
月
16
日（
水
）

派
遣
国

　

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
中
南
米
・

大
洋
州
・
中
近
東
・
東
欧
の
約
70
カ

国派
遣
期
間　

原
則
２
年
間

応
募
資
格　

満
20
歳
〜
満
39
歳
ま
で

の
日
本
国
籍
を
持
つ
人

体
験
談
＆
説
明
会

と　

き

　

10
月
18
日（
火
）と
10
月
27
日（
木
）

の
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
45
分

と
こ
ろ　

く
ま
も
と
県
民
交
流
会
館

（
パ
レ
ア
）

資
料
請
求

　

興
味
の
あ
る
人
で
、
説
明
会
に
参

加
で
き
な
い
人
に
は
資
料
を
お
送
り

し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

w
w
w
.jic
a
.g
o
.jp

問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班

　

☎
０
９
３
（
６
７
１
）
８
３
４
９

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

ジ
ャ
ズ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

11
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
開
演

と
こ
ろ　

水
源
小
学
校
体
育
館

※
入
場
無
料

主　

催　

水
源
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

問
い
合
わ
せ
先　

山
瀬
節
子

　
　
　
　
　
　

☎
（
24
）
１
３
２
３

菊
池
Jr
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
男
子
会
員
募
集

第
６
回「
商
工
フ
ェ
ス
タ
」

「
第
22
回
伝
統
的
工
芸
品

月
間
国
民
会
議
全
国
大
会
」

熊
本
初
の
開
催

都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
に

伴
う
現
地
踏
査
を
実
施
し
ま
す

平
成
17
年
度「
生
涯
学
習
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
」を
開
催
し
ま
す

青
年
海
外
協
力
隊　

募
集

「
山
の
音
楽
会
」

　

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト

野
本
秀
一
コ
ン
サ
ー
ト

　市民の皆さんの家族間の問題、財産・相続の問題、
差別・いじめなどの「人権」や「行政」などの問題に
ついての心配ごとなど、気軽にご相談ください。相談
は無料です。
と　き　10月 18日（火）午前 10時～午後３時
ところ　菊池市中央公民館
相談員　法務局職員、人権擁護委員、行政相談委員
問い合わせ先　市民課

内　容　苗木の植樹・ダム湖散策
定　員　300人
※小学生が参加する場合は、必ず保護者が同伴してください。

参加費　500円
　　　　（保険・苗木代です。ただし小学生以下は無料）
持ってくるもの
　　　　木を植えられる服装、雨具、スコップ、軍手
問い合わせ先
　竜門倶楽部植樹会受付係　☎（27）1120
　（竜門ダム管理支所内ミュウじあむ内）

と　　き　11月27日（日）
　　　　　午後１時集合　※小雨決行
集合場所　竜門ダム・ヘリポート近く

と　き　10月 23日（日）
　　　　午後１時～午後５時
ところ　孔子公園（雨天時は泗水体育館）
　孔子生誕の地・中国山東省泗水県に町名を由来す
る旧泗水町では、孔子の遺徳を偲んで孔子まつりを
開催しています。
　古来の楽器演奏、きらびやかな衣装をまとった舞
生が舞う祭孔大典やパパイヤ鈴木とおやじダンサー
ズステージなどの
イベントをお楽し
みください。
問い合わせ先
　泗水総合支所
　産業振興課
　☎（38）2111

と　き　10月 30日（日）
　　　　午前９時 30分～
　　　　午後３時 30分
ところ　菊池体育センター
　　　　（旧菊池勤労者体育センター）
講　師　九州ルーテル学院大学非常勤講師

　　　　中村貞夫　氏
　　　　演題「愛と感動のメッセージ」
　　　　　　～感性に訴える人権教育～
日　程　●午前の部
　　　　９:00 ～ 10:30 開会行事・基調提案
　　　　10:30 ～ 12:00 講演会
　　　　12:00 ～ 13:00 昼食
　　　　●午後の部
　　　　13:00 ～ 13:30 菊池市少年少女合唱団に
   よる人権の歌
　　　　13:40 ～ 14:00 人権作文発表
　　　　14:10 ～ 15:20 人権バンド（イソジンズ）
主　催　菊池市、菊池市教育委員会、
　　　　菊池市人権・同和教育推進協議会
問い合わせ先　人権啓発課・社会教育課

特設人権・行政相談所開設

～森が水を育て、流域を潤す～
参加者
募　集
参加者
募　集竜門倶楽部

第2回植樹会
泗水孔子まつり2005
第13回

入場
無料

車でご来場の際は、
なるべく乗り合わせでお願いします。

差別のない明るい、菊池市づくりのために

人権啓発講演会
人権・同和教育研究集会

第１回菊池市
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秋
は
収
穫
の
時
期
で
す
。
野
山
で

は
、
多
く
の
植
物
が
実
を
つ
け
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
キ
ノ
コ
も
発
生
し
ま

す
。

　

私
た
ち
人
間
は
、
そ
れ
ら
植
物
や

キ
ノ
コ
な
ど
を
長
年
か
か
っ
て
人
工

的
に
改
良
し
、
栽
培
作
物
を
作
り
上

げ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ヤ
ー
コ
ン
と
シ
イ
タ
ケ

の
収
穫
体
験
を
通
じ
て
野
山
と
食
べ

物
（
農
林
作
物
）
と
の
関
わ
り
を
学

び
ま
す
。

と　

き　

11
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

集
合
場
所

　

菊
池
市
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

内　

容

　

秋
の
収
穫
体
験
（
ヤ
ー
コ
ン
掘
り

と
シ
イ
タ
ケ
狩
り
）

指
導
者
な
ど

・
㈲
フ
ァ
ー
ム
き
く
ち

　
　

原
山
洋
士

・
龍
門
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ

　
　

小
川
智
英

募
集
対
象　

小
学
生
（
家
族
も
参
加

可
能
）
15
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

収
穫
量
の
う
ち
、
ヤ
ー
コ

ン
１
㎏
、
シ
イ
タ
ケ
１
０
０
ｇ
は

無
料
。
残
り
は
有
料
で
買
上
げ
。

必
要
な
も
の

　

弁
当
、
水
筒
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、

軍
手
な
ど

応
募
方
法

　

10
月
20
日
（
木
）
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
可
能
）。

主　

催

　

菊
池
市
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
（
三
牧
芳
徳
会
長
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

〒
８
６
１
‐
１
３
２
５

　

菊
池
市
袈
裟
尾
４
４
５
‐
12

　

菊
池
市
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

☎
・
Fax
（
25
）
５
６
０
０

　

10
月
１
日
付
け
で
中
町
区
（
菊

池
）
の
区
長
が
、
中
嶋　

稔
（
な
か

し
ま　

み
の
る
）
氏
に
交
代
し
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

　

農
村
女
性
の
家
は
、
こ
の
た
び
改

修
工
事
を
行
い
ま
す
の
で
、
次
の
期

間
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

休
館
期
間

　

12
月
１
日
（
木
）
〜

　

平
成
18
年
２
月
28
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
振
興
課

　

10
月
１
日
号
に
一
部
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

・
６
ペ
ー
ジ
「
第
13
回
全
国
中
学
生

空
手
道
選
手
権
大
会
で
の
活
躍
を

報
告
」
の
記
事
中
の
氏
名
よ
み
が

な
（
誤
）
松む

ら
ま
つ村　

菜な

な々
（
２
年
）

　
　
　
　
　

←

（
正
）
松ま
つ
む
ら村　

菜な

な々
（
２
年
）

INFORMATION INFORMATION

秋
の
収
穫
体
験
を
通
じ
て

野
山
の
食
べ
物
と
の

関
わ
り
を
知
ろ
う

〜
キ
ッ
ド
自
然
探
検
教
室
〜

中
町
区（
菊
池
）の
区
長
が

交
代
し
ま
し
た

11
月
の
心
配
ご
と
相
談

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心

配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持
つ
人
な

ら
誰
で
も
、
ど
ん
な
問
題
で
も
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

菊
池
支
所　
　

☎
（
25
）
５
０
０
０

と　

き　

２
日（
水
）・
９
日（
水
）・

　
　
　
　

16
日（
水
）・
30
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

菊
池
市
福
祉
会
館

　
　
　
　

２
階
相
談
室

七
城
支
所　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

と　

き　

６
日（
日
）・
21
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ

　

６
日 

七
城
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー  

　

21
日 

七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

旭
志
支
所　
　

☎
（
37
）
３
７
０
８

と　

き　

10
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

旭
志
老
人
憩
い
の
家

泗
水
支
所　
　

☎
（
38
）
６
３
６
６

と　

き　

17
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分

対　

応　

弁
護
士
、相
談
員

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

と　

き　

４
日（
金
）・
10
日（
木
）・

　
　
　
　

24
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

菊
池
支
所

袈
裟
尾　
　

花は
な
ぶ
さ房　

健け
ん
ぞ
う藏

（
亡
妻　
　
　
　

ヨよ

し

こ

シ
子　

83
歳
）

龍
門
１　
　

小お

の野
雄ゆ

う
い
ち
ろ
う

一
郎

（
亡
父　
　
　
　
　

康や

す

お雄　

91
歳
）

高
野
瀬　
　

大お
お
つ
つ
み堤　

時と

き

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

剛
つ
よ
し　

78
歳
）

立　

町　
　

小こ
ば
や
し林　

公き
み
す
け亮

（
亡
父　
　
　
　
　

英ひ

で

お雄　

80
歳
）

上　

町　
　

吉よ

し

い井　

綾あ

や

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

学
ま
な
ぶ　

79
歳
）

古　

川　
　

佐さ

さ

き

々
木
賢け

ん

じ治

（
亡
母　
　
　
　

ミみ

さ

を

サ
ヲ　

95
歳
）

藤　

田　
　

岩い

わ

き木　

タた

かカ

（
亡
夫　
　
　
　
　

康や

す

お夫　

84
歳
）

玉
祥
寺　
　

松ま
つ
な
が永　

秀ひ
で
あ
き昭

（
亡
母　
　
　
　

マま

さ

こ

サ
子　

85
歳
）

亘　
　
　
　

三み

か

わ川
三み

ち

よ

千
代

（
亡
夫　
　
　
　
　

義よ
し
ゆ
き行　

76
歳
）

下
西
寺　
　

冨と
み
お
か岡　

誠せ

い

じ司

（
亡
子　
　
　
　
　

定さ
だ
の
ぶ信　

28
歳
）

東　

原　
　

阪さ
か
ぐ
ち口　

征せ
い
し
ょ
う勝

（
亡
妻　
　
　
　

紀き

よ

こ

代
子　

58
歳
）

玉
名
市　
　

内う

ち

だ田　

周し
ゅ
う
い
ち一

（
亡
父　
　
　
　
　

定さ

だ

お男　

91
歳
）

木
柑
子　
　

岡お
か
も
と本　

勝か

つ

み己

（
亡
父　
　
　
　
　
　

親
ち
か
し　

83
歳
）

上
赤
星　
　

村む
ら
か
み上

紗さ

ち

こ

智
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

義よ
し
と
も友　

70
歳
）

大
琳
寺　
　

西に
し
や
ま山
美み

よ

こ

代
子

（
亡
夫　
　
　
　
　

哲て

つ

お男　

72
歳
）

深　

川　
　

吉よ

し

だ田　
　

稔
み
の
る

（
亡
母　
　
　
　

アあ

き

お

キ
オ　

90
歳
）

下
長
田　
　

山や
ま
し
た下

ヤや

す

よ

ス
ヨ

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

要
か
な
め　

91
歳
）

村　

田　
　

菊き
く
か
わ川　

洋よ
う
い
ち一

（
亡
母　
　
　
　

キき

い

こ

イ
子　

84
歳
）

七
城
支
所

台　
　
　
　

冨と

み

た田　

龍り
ゅ
う
じ二

（
亡
母　
　
　
　

ミみ

え

こ

エ
コ　

83
歳
）

宮　

園　
　

渡わ
た
な
べ辺　

幸こ
う
し
ょ
う昭

（
亡
妻　
　
　
　

ヤや

め

こ

メ
子　

70
歳
）

流　

川　
　

米よ
ね
お
か岡　

陸む

つ

お雄

（
亡
母　
　
　
　

カか

す

み

ス
ミ　

84
歳
）

旭
志
支
所

妻　

越　
　

森も
り　
　

新し
ん
せ
い生

（
亡
母　
　
　
　
　

ネね

きキ　

96
歳
）

平　
　
　
　

上う

え

の野　

隆た

か

お夫

（
亡
父　
　
　
　
　
　

二
わ
か
つ　

83
歳
）

泗
水
支
所

田
島
二　
　

松ま
つ
お
か岡　

建け

ん

じ兒

（
亡
父　
　
　
　

眞ま

す

お

須
男　

80
歳
）

永　
　
　
　

内う

ち

だ田　

康や
す
ひ
ろ洋

（
亡
父　
　
　
　
　
　

萬
よ
ろ
ず　

93
歳
）

富
の
原
台　

宮み

や

き木　

露つ

ゆ

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　
　

守
ま
も
る　

54
歳
）

桜
山
三　
　

宮み

や

た田　

タた

つツ

（
亡
夫　
　
　
　
　

久ひ
さ
よ
し嘉　

86
歳
）

三
万
田　
　

菊き
く
か
わ川　

芳よ
し
ろ
う郎

（
亡
母　
　
　
　
　

タた

かカ　

75
歳
）

村　

吉　
　

菅か
ん　

　

照て

る

こ子

（
亡
夫　
　
　
　
　

正ま
さ
よ
し芳　

79
歳
）

北
住
吉　
　

山や
ま
も
と本　

昂こ
う
す
け輔

（
亡
母　
　
　
　
　

ミみ

よヨ　

80
歳
）

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
費
と
し
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

紙
面
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

香
典
返
し９

月
30
日
（
金
）
現
在

　共同募金会は、地域福祉のためだけでな
く、運動期間中に限らず被災地区復興のた
めの義援金集めも行っています。
　これまでご協力いただいた皆さんに心
よりお礼申し上げます。
　一人ひとりの温かい気持ちがひとつに
なり、地域の福祉に活かされています。
　どうぞ今年も皆さんのご理解とご協力
をよろしくお願いします。

赤い羽根共同募金運動が始まりました !!

　今年も 10月１日から全国一斉に赤い羽根共同募金運動が始まり
ました。
　毎年、区長さんをはじめ、ボランティアなど地域の皆さんのご協
力により募金活動が行われています。

～地域の福祉、みんなで参加～
運動期間　10月１日～12月31日

と　き　10月13日（木）～10月30日（日）
　　　　午前９時～午後６時
　　　　※10月25日（火）は休館日
ところ　菊池夢美術館　※入場無料
問い合わせ先　菊池夢美術館　☎（23）1155

西
小
路
修
一

墨
の
風
景
〜
２
０
０
５

「
菊
池
市
農
村
女
性
の
家
」

は
休
館
し
ま
す

お
わ
び
と
訂
正

　各総合支所管内ごとのごみ出しにおける注意点を紹介し
ます。
　皆さんのご協力をお願いします。
○菊池総合支所管内
•　　マークのついたペットボトルは、キャップ・ラベル
を外し水で軽くすすいで、緑色（廃プラ）の指定袋に入
れてください。
•　　マークのついたプラスチックで汚れのないものは、
ペットボトルとは別の緑色（廃プラ）の指定袋に入れて
ください。
　（緑色の指定袋に分別されずに何でも入れてあるものは、
リサイクルできません）
○七城総合支所管内
　注射剤のびんや注射器セットは、感染性の廃棄物なので
産業廃棄物処理業者へ依頼してください（絶対に市の収集
では出さないでください）。
○旭志総合支所管内
　指定日および指定時間までに出すようにしてください。
○泗水総合支所管内
•中身が入ったままの缶詰が多く出ており、そのままでは
処分できません。中身を取り除き分別して出してくださ
い。
•ガス缶やスプレー缶は、風通しの良い屋外（火気厳禁）
で穴をあけ、ガスが完全に抜けたのを確認して出してく
ださい（施設での爆発事故を防ぐため）。
•　　マークのついたプラスチックで汚れのないものは、
可燃ごみ袋には入れず、資源物 Jとして緑色（資源）の
指定袋に入れてください。
問い合わせ先
　環境課廃棄物対策係、七城・旭志・泗水の各総合支所民
生課生活環境係

ごみ出しの際は、次のことに注意してください
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10月の行事予定10月の行事予定
菊池 七城 旭志 泗水

15 土 しすい介護教室「にこにこ」　
14：00～15：30　泗水苑

16 日

17 月 健康相談　9：30～10：30　
旭志総合支所

18 火
育児教室　9：30～10：00　西部市民センター

特設人権・行政相談所開設　
10：00～15：00　中央公民館

19 水 １歳６カ月児健診
13：30～14：00　泗水公民館

20 木 ポリオ予防接種　13：30～
14：00　旭志老人憩いの家

21 金
１歳６カ月児健診
13：10～13：30　文化会館

男女共同参画専門委員相談　13：30～16：30　文化会館
22 土

23 日

七城ふるさとコスモスまつりコスモスウォークラリー　9：00受付／10：00スタート　七城小学校グラウンド
しすいコスモスマラソン大会　9：00～12：30、泗水孔子まつり2005　13：00～17：00　孔子公園

菊之池校区ふれあいまつり
10：30～　菊之池小グラウンド

24 月
健康相談　9：30～10：30　
七城公民館

育児相談　9：30～10：30　泗水公民館

25 火 BCG予防接種
13：30～14：00　文化会館

26 水 ポリオ予防接種
13：30～14：00　泗水公民館

27 木
すくすくクラブ
10：00～　児童センター

献血　9：30～11：30、
12：30～13：30
旭志多目的研修センター

歯科健診　13：30～14：00　文化会館

28 金 ３歳児健診13：10～13：30　文化会館
29 土
30 日
31 月

11/1 火

３・４・６・７カ月児健診
13：30～14：00
旭志老人憩いの家

菊人形・菊まつり　9：00～17：00　菊池市民広場（～15日まで※最終日は正午まで）

11/2 水
６・７カ月児健診
13：10～13：30
西部市民センター

11/3 木
11/4 金 母親学級　13：15～13：30　西部市民センター
11/5 土

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報
センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

10月16日
川口病院 菊池市 （25）2230 本多医院 菊陽町 096（232）2021
津留小児科医院 西合志町 096（344）8325 片山歯科医院 西合志町 096（344）2385
岩倉整形外科医院 大津町 096（293）8888

23日
隈部医院 菊池市 （25）2851 笹原整形外科医院 菊陽町 096（232）1165
岸病院 菊池市 （38）2750 林（康博）歯科医院 菊池市 （24）4182
たしろクリニック 大津町 096（340）3220

30日
斎藤産婦人科医院 菊池市 （24）1177 古川医院 菊陽町 096（232）1566
郷胃腸科内科クリニック 菊池市 （38）2121 今村歯科医院 西合志町 096（345）2264
馬場医院 大津町 096（293）2358


